
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県教育庁教育指導局義務教育課 

 

 

平成２５年度 

全国学力・学習状況調査結果（概要） 



Ⅰ 全体の結果概要

１ 教科に関する調査結果（概要）
・校種別，項目別の平均正答率

２ 質問紙調査結果（概要）
・成果と課題
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１ 教科に関する調査結果（概要）

■ 本県の教科に関する調査結果については，ほぼ全国平均と同じ傾向です。
■ 「知識」に関する問題（Ａ）に関しては，小中学校の国語，小学校の算数で全国平均を上回り，中学校の数学

で全国平均をやや下回る状況です。
■ 「活用」に関する問題（Ｂ）に関しては，小学校の算数，中学校の数学で全国平均を上回り，小中学校の国語

で，全国平均をやや下回る状況です。
■ 本県は，全国に⽐べ無解答率が低く，各問題に粘り強く取り組む姿勢が読み取れます。
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２ 質問紙調査結果（概要）

成 果
1.8

4.2

0.5

0.8

4.5

1

1

2

3

小学生
中学生

「学校のきまりを守る」「挨拶をする」などの項目について，「当てはまる，どちらかといえば当て
はまる」と回答した熊本県の児童生徒は９割を超え，全国に⽐べ，高い状況にあります。しかし，「予
習する」「⾃分で計画を⽴てて勉強する」などの項目では，全国を下回っています。

課 題 -0.9

-0.9

-0.3

-3.1

-4.2

-5.5

(1) 学校のきまり（規則）を守っていますか

(2) 近所の人に会ったときは，挨拶をしていますか

(3) 人の役に立つ人間になりたいと思いますか

(1) 家で，自分で計画を立てて勉強していますか

(2) 家で，学校の予習をしていますか

(3) 友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか

全国との差（「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童生徒の割合）
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Ⅱ 教科に関する調査

１ 国語
（１） 国語に関する調査結果の成果と課題

① ⼩学校国語
② 中学校国語

（２） 国語に関する質問紙調査分析
（３） 課題となった問題の課題分析（国語）
（４） 指導改善のポイント（国語）

２ 算数・数学
（１） 算数・数学に関する調査結果の成果と課題

① ⼩学校算数
② 中学校数学

（２） 算数・数学に関する質問紙調査分析
（３） 課題となった問題の課題分析（算数・数学）
（４） 指導改善のポイント（算数・数学）
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（１） 国語に関する調査結果の成果と課題

①⼩学校国語成 果 課 題
ことわざの意味を理解することはよくできていま
す。

○正答率が最も高いＡ問題（漢字を除く）
・Ａ ２ 二
・本県８８．３％ 全国８６．１％，＋２．２％

相手の立場や状況を感じ取って聞くことはよくでき
ています。

○正答率が最も高いＢ問題
・Ｂ １ 一
・本県７８．０％ 全国７８．８％，－０．８％

俳句の情景を捉えることはよくできています。

○ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ ６ アイ （漢字を除く）

・本県５１．２％ 全国４７．５％，＋３．７％

文と文の意味のつながりを考えながら，接続語を
使って内容を分けて書くことに課題があります。

●正答率が最も低いＡ問題
・Ａ ３ 二（１）
・本県２４．１％ 全国２３．４％，＋０．７％

目的や意図に応じ，複数の内容を関係付けながら
自分の考えを具体的に書くことに課題があります。

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ ２ 三
・本県１７．８％ 全国１７．８％，±０．０％

文の定義を理解することに課題があります。

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ ３ 一
・本県３２．２％ 全国３６．５％，－４．３％

②中学校国語成 果 課 題
文脈の中で敬語を適切に使うことはよくできていま
す。

文章の展開に即して内容を捉えることはよくできて
います。

漢字の特徴を捉えて，自分の考えを具体的に書く
ことはよくできています。

文の接続に注意し，伝えたい事柄を明確にして書
くことに課題があります。

文章の構成や表現の特徴を捉えることに課題があ
ります。

文の接続に注意し，伝えたい事柄を明確にして書
くことに課題があります。

○正答率が最も高いＡ問題（漢字を除く）
・Ａ ８ 四
・本県９７．５％ 全国９６．４％，＋１．１％

○正答率が最も高いＢ問題
・Ｂ ２ 一
・本県７７．５％ 全国７７．５％，±０．０％

○ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ｂ ３ 三 （漢字を除く）

・本県６９．５％ 全国６４．６％，＋４．９％

●正答率が最も低いＡ問題
・Ａ ３ 二
・本県４５．５％ 全国４８．８％，－３．３％

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ ３ 一
・本県５８．１％ 全国６１．０％，－２．９％

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ ３ 二
・本県４５．５％ 全国４８．８％，－３．３％
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（２） 国語に関する質問紙調査分析

質問紙（⼩学校国語・中学校国語に関する部分）から，⾒えてきたこと

文章で答える問題に最後まで取り組む児童生徒の割合が高い状況にあります。また，国語
の勉強が好きな児童生徒の割合が，小学校で高く，中学校で低い状況にあります。

○解答を文章で書く問題の解答状況（「最後まで解答を書こうと努力した」）
・小学生（71.1％，全国69.8％，＋1.3％） 中学生（73.4％，全国73.0％，＋0.4％）

●国語の勉強が好きな児童生徒の割合（「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」）
・小学生（59.3％，全国57.9％，＋1.4％） 中学生（54.1％，全国57.7％，－3.6％）

児童⽣徒質問紙から

学校質問紙から
国語の指導として，個に応じた指導の取組が充実しています。

○国語の指導として，前年度までに補充的な指導を行った割合（「よく行った」＋「どちらかと言えば行った」）
は，小中学校とも全国平均を上回っています。

●前年度までに様々な文章を読む習慣を付ける授業の実施割合（同上）は，小中学校とも全国平均を下回って
います。

（３） 課題となった問題の課題分析（国語）

⼩学校国語①

●正答率が最も低いＡ問題
・Ａ ３ 二（１）
・本県２４．１％，全国２３．４％，＋０．７％

課題
複数の内容を含む文について，主語と述語との

関係や接続語の役割を押さえながら分析的に捉え
ることに依然として課題があります。
【参考】
平成２１年度Ａ８と同一の問題
（本県１４．２％，全国１４．７％，－０．５％）

◆ 文の定義を理解し，構成に注意して書く。
伝えたい内容を相手に的確に伝えるためには，

まず，主語と述語との関係，修飾と被修飾との関
係などに着目しながら，文の構成を整えることが
重要です。
また，必要に応じて適切な接続語を使って，文

と文との意味のつながりに注意することも大切で
す。

課題となった問題

指導のポイント
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⼩学校国語②

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ ２ 三
・本県17.8％ 全国17.8％，±0.0％

課題
目的や意図に応じて，該当する資料に注目した

上で，必要となる複数の内容を関係付けながら自
分の考えを書くことに，依然として課題があります。

【参考】
平成２１年度Ｂ１二と類似の問題
（本県１６．２％，全国１７．７％，－１．５％）

◆ 編集の目的や意図に応じ，複数の内容を関係
付けながら自分の考えを書く。
調査したことを報告する文章を書く場合，調査し

て分かった事実を関係付けながら，自分の考えを
明確に書くことが重要です。そのためには，まず
一つ一つの事実に対する自分の考えをもち，編集
の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確
にしながら一定の条件に合わせて書くことが大切
です。

課題となった問題

指導のポイント

⼩学校国語③

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題
・Ａ ３ 一
・本県３２．２％，全国３６．５％，－４．３％

課題
文が句点によって区切られることの理解に

課題があります。

◆ 文の定義を理解し，構成に注意して書く。
伝えたい内容を相手に的確に伝えるためには，

まず，主語と述語との関係，修飾と被修飾との関
係などに着目しながら，文の構成を整えることが
重要です。
また，必要に応じて適切な接続語を使って，文

と文との意味のつながりに注意することも大切で
す。

課題となった問題

指導のポイント
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中学校国語①

●正答率が最も低いＡ問題（漢字を除く）
●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ ３ 二
・本県４５．５％，全国４８．８％，－３，３％

課題
伝えたい事柄が明確になるように情報を適切に

取り上げて書くことに課題があります。

◆目的に応じて情報の取り上げ方や書き方を工夫して書く
報告をする文章を書く際には，目的に応じて伝えたい事柄を明確に

し，それに必要な情報を文章の展開に即して適切に取り上げる必要が
あります。その際，取り上げる情報，それを示す順番などの観点で書い
た文章を読み直し，よりよい文章にする必要があります。
また，文章を互いに読み合い，文章の構成や書き方を工夫した点に

ついて交流したり，助言し合ったりする学習活動も考えられます。その
上で，自分の書いた文章に対しての意見や助言によって気付かされた
ことを，自分の表現に役立てようとすることが重要です。

（参照）
「言語活動の充実に関する指導事例集

～思考力・判断力・表現力等の育成に向けて～」
【中学校版】国語－２，Ｐ.２１～２２

【参考】
平成22年度調査問題【小学校】Ａ４
（本県５８．５％，全国６０．３％，－１．８％）

課題となった問題

指導のポイント

中学校国語②

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ ３ 一
・本県５８．１％，全国６１．０％，－２．９％

課題
新聞記事における文章の構成や表現の特徴を捉

えることに課題があります。

◆目的に応じて，文章の特徴を捉える。
目的に応じて必要な情報を収集する際には，文章の形態

に応じた構成や展開，表現の特徴などに注意して読む必要
があります。
そのためには，複数の新聞記事を読み比べて，リードの書

き方の特徴を話し合ったり，見出しと本文とに合わせてリード
を書いたりして，それぞれの関係を捉える学習活動が考えら
れます。

【参考】
平成２２年度調査Ｂ１二では， 「記事文における表現の仕

方を捉えることができるかどうかを見る」を出題
（本県４８．３％，全国５０．２％，－１．９％）

課題となった問題

指導のポイント
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（４） 指導改善のポイント（国語）

単元を貫く言語活動の充実に向けて
 単元の指導事項等の確実な実現
 言語活動を単元のどこか一か所にしか位置付けず，前後では関連のない別の言語

活動を⾏うのでは効果は上がらない。

 主体的な思考・判断を伴う学びの実現
 その場その場で発問や指示に反応するだけの断片的な学習では，主体的な思考・

判断を伴う学びの実現は難しい。

 学習活動の精選
 無目的に場⾯ごと段落ごとに細かく読み取る指導では，重点的なねらいを実現し

にくいばかりか，必要な指導に時間をかけることが難しい。

 各教科等の学習とも呼応する，課題解決の過程の実現
 単に知識を教え込むのみではなく，課題を解決する過程において主体的な思考・

判断を促す言語活動を重視した授業づくりが不可⽋である。
 国語科でも，課題解決型・問題解決型の指導過程をとる必要がある。

kumamoto
タイプライターテキスト
－８－



（１） 算数・数学に関する調査結果の成果と課題

①⼩学校算数成 果 課 題

（ ）を用いた整数の計算はよくできています。

○正答率が最も高いＡ問題
・Ａ１（５）
・本県９４．４％，全国９４．４％，±０．０％

示された情報から二つの要素の意味を解釈し，も
のの位置を特定することはよくできています。

○正答率が最も高いＢ問題
・Ｂ４（２）
・本県９４．６％，全国９４．２％，＋０．４％

示された位までの概数にする際，一つ下の位の数
を四捨五入して処理することはよくできています。

○ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ２
・本県６７．８％，全国６０．２％，＋７．６％

単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を
理解することに課題があります。

●正答率が最も低いＡ問題
・Ａ４
・本県４９．６％，全国５０．０％，－０．４％

表から数値を適切に取り出して，二つの数量の関
係が比例の関係ではないことを記述することに課
題があります。

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ２（３）
・本県３５．７％，全国３５．２％，＋０．５％

小数の加法を計算することに課題があります。

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ１（２）
・本県６６．５，全国７１．３％，－４．８％

②中学校数学成 果 課 題
与えられた図形の拡大図をかくことはよくできてい
ます。

○正答率が最も高いＡ問題
・Ａ４（１）
・本県８９．２％，全国８８．４％，＋０．８％

与えられた表から情報を適切に選択し，処理するこ
とはよくできています。

○正答率が最も高いＢ問題
・Ｂ３（１）
・本県７４．１％，全国７２．４％，－０．３％

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的
に説明することはよくできています。

○ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ｂ３（２）
・本県３６．３％，全国３１．７％，＋４．６％

関数の意味を理解することに課題があります。

●正答率が最も低いＡ問題
・Ａ９
・本県１１．２％，全国１３．８％，－２．６％

事象の式を意味に即して解釈し，その結果を数学
的な表現を用いて説明することに課題があります。

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ１（３）
・本県２４．２％，全国２３．７％，＋０．５％

角の二等分線の作図の方法を，図形の対称性に着
目して見直すことに課題があります。

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ４（２）
・本県４４．８％，全国４８．９％，－４．１％
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（２） 算数・数学に関する質問紙調査分析

質問紙（⼩学校算数・中学校数学に関する部分）から，⾒えてきたこと

言葉や式を使ってわけや求め方を書く問題に，最後まで取り組む児童生徒の割合は高い状
況にあります。また，算数・数学の勉強が好きな児童生徒の割合が，小学校で高く，中学
校で低い状況にあります。

児童⽣徒質問紙から

学校質問紙から
習熟度別指導の取組や，実生活における事象との関連を図った授業が充実しています。

○算数・数学の授業において，習熟度別少人数指導の取組の割合が，小中学校とも全国平均を上回ってお
り，特に中学校においては大きく上回っています。

○算数・数学の指導として，実生活における事象との関連を図った授業の実施率が，小中学校とも全国平均を
上回っています。

●中学校において，算数・数学の指導として，発展的な学習の実施状況が全国平均を下回っています。

○言葉や式を使ってわけや求め方を書く問題の解答状況（「最後まで解答を書こうと努力した」）
・小学生（75.1％，全国75.8％，－0.7％） 中学生（46.8％，全国48.7％，－1.9％）

●算数・数学の勉強が好きな児童生徒の割合（「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」）
・小学生（68.5％，全国66.2％，＋2.3％） 中学生（54.6％ 全国55.5％，－0.9％）

（３） 課題となった問題の課題分析（算数・数学）

⼩学校算数①

●正答率が最も低いＡ問題
・Ａ４（本県４９．６％，全国５０．０％，－０．４％）

ＡとＢの2 つのシートがあります。

右の表は，シートの上にすわって
いる人数とシートの面積を表して
います。

どちらのシートのほうがこんでいるかを調べるために，下の計算をしました。
Ａ 12÷ 6＝ 2
Ｂ 8÷ 5＝ 1.6

上の計算からどのようなことがわかりますか。次の1 から4 までの中から
1 つ選んで，その番号を書きましょう。

1   1m あたりの人数は2人と1.6人なので，Ａのほうがこんでいる。
2 1m あたりの人数は2人と1.6人なので，Ｂのほうがこんでいる。
3 1 人あたりの面積は2m と1.6 mなので，Ａのほうがこんでいる。
4 1 人あたりの面積は2m と1.6 mなので，Ｂのほうがこんでいる。

課題

単位量当たりの大きさを求める除法の式
の意味を理解することに課題があります。
本問題は「４年間のまとめ【小学校編】」に

おいて「乗法や除法の意味を理解すること」
が課題とされており，これに関連した問題。

① 単位量当たりの大きさを求める式の意味を理解でき
るようにする。

混み具合を調べる場合には，単位面積当たりの人数と比べる場合

と，単位人数当たりの面積で比べる場合があるので，どちらを単位量
として 設定しているかについて判断できるようにすることが大切であ
る。

② 求めた商の意味を理解できるようにする。
混み具合を調べる場合には，単位量が面積か人数かによって数

値の 大小による判断が異なるので，数値の意味を理解して判断で
きるようにすることが大切である。

課題となった問題

指導のポイント

kumamoto
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⼩学校算数②

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ２（３） 本県３５．７％，全国３５．２％，＋０．５％

課題
表から数値を適切に取り出して，二つの数量の関係が

比例の関係ではないことを数と言葉を用いて記述すること
に課題があります。
【参考】
平成２４年度調査Ａ９
直方体の底面の大きさを変えずに，高さを２倍，３

倍，・・・にすると，体積はどのように変わるかを選ぶ問題
本県８６．７％,全国８４．８％,－１．９％

二つの数量の変化の特徴を表の数値を基に的確に説明
できるようにする。

指導に当たっては，基準となる表の数値を設定し ，対

応や変化の規則性を基準とそれに対応させた数値を示し
て説明する活動を充実させる。また，１以外を基準にする
ことや，二つの数量の関係が比例でない場合も取り上
げ，根拠を明確にして説明することのよさを理解させる。

課題となった問題

指導のポイント

⼩学校算数③

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ１（２） 本県６６．５，全国７１．３％，－４．８％

次の計算をしましょう。

0.75＋0.9

課題
小数第２位までの加法「（小数）＋（小数）」の計

算をすることに課題。
【参考】
平成２４年度調査Ａ１（３）
４．６－０．２１を計算する。
本県６１．７％，全国６３．１％，－１．４％

加法・減法の筆算は，同じ位どうしで計算するこ
とを理解できるようにする。

小数の加法・減法は，第３学年，第４学年で学習し，第
５学年で小数の乗法を学習する。その際に，加法・減法
の計算の仕方を形式的に理解していた児童は小数点の
位置について，加法減法の筆算形式と乗法の筆算形式
を混同してしまうことが考えられる。そこで，第２学年の
整数の加法・減法の筆算の学習から，加法・減法の場合
は同じ位で計算を行うことを意識させるとともに，乗法の
筆算を学習する際に，加法・減法の筆算形式との差異を
取り扱うようにすることが大切である。

課題となった問題

指導のポイント
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中学校数学①

●正答率が最も低いＡ問題
・Ａ９ 本県１１．２％，全国１３．８％，－２．６％

下のアからオまでの中に，y がx の関数であ
るものがあります。
正しいものを１つ選びなさい。

ア 生徒数がx 人の学校の校庭の面積y m2

イ 底面積がx cm2 の直方体の体積y cm3

ウ 身長がx cm の人の体重y kg
エ 自然数x の倍数y
オ 整数x の絶対値y

課題
関数の意味を理解することに課題。

① 関数の意味を理解できるようにする。
様々な事象の中の２つの数量x，yについて，

yがxの関数であるかどうかを見いだすために，
具体的な数をxに当てはめて，yが一意に決ま
るかどうかを確かめられるように指導する。

② 事象における数量の関係を関数の視点から考
察できるようにする。
事象の中に数量の関係を見いだし，それを関

数として捉えさせるように指導することが大切。

特に，既習の数や図形の性質などを関数の視
点から考察し，その内容についての理解を深め
られるように指導することが大切。

課題となった問題

指導のポイント

中学校数学②

●正答率が最も低いＢ問題
・Ｂ１（３） 本県２４．２％，全国２３．７％，＋０．５％

課題
事象を式の意味に即して解釈し，その結

果を数学的な表現を用いて説明することに
課題。

① 具体的な数を用いて問題場面を捉え，判断できるよう
にする。
安静時心拍数を例えば７０と固定し，年齢にかけられている数

が負（－０．４）であることから，「年齢が高くなると，目標心拍数
は小さくなる」ことを判断する場面を設定する。年齢をx，目標心
拍数をyとしたとき，yはxの一次関数であることを捉えさせるよう
にする。

② 判断の理由を，数学的な解釈に基づいて，適切な表
現を用いて的確に説明できるようにする。

一次関数の変化の割合が一定であることなど，関数の性質に
関連づけて解釈し，事柄が成り立つことを説明する根拠として使
えるように指導することが大切。
「年齢をx，目標心拍数をyとしたとき，yはxの一次関数であり，

変化の割合が負である」ことを根拠にして，「年齢が高くなると，
目標心拍数は小さくなる」ことを説明する場面を設定する。

課題となった問題

指導のポイント
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中学校数学③

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題

・Ａ４（２） 本県４４．８％，全国４８．９％，－４．１％

課題
角の二等分線の作図の根拠となる対称な

図形を見いだすことに課題
【参考】

Ｈ２０Ａ４（２） 垂線の作図で利用されている図形
の性質を選ぶ
本県５０．０％，全国５１．５％，－１．５％

作図の方法を図形の対称性に着目して見
直すことができるようにする。

作図の方法を見直し，その基になっている対
称な図形の性質を理解できるように指導するこ
とが必要。例えば，四角形ＡＯＢＰが線対称な図
形であることに着目すると，直線ＯＰは対称の軸
で∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＰとなることから，角の二等分
線が作図できていることを確かめる活動を取り入
れることが大切。

課題となった問題

指導のポイント

（４） 指導改善のポイント（算数・数学）

１ 正答率から課題のある問題を発見する。
・ 子どもは教師の思いもよらないところでつまずいてい
ることが分かります。

２ 課題のある問題は，どの学年の指導内容であるか
を確認する。
・ 出題内容は前学年までの内容です。
・ 小中連携の視点でも出題されています。

３ 課題のある内容について，各学年の教科書に付箋
紙を付ける。
・ 教師の意識を高めることが大切です。

４ ゆうチャレンジ単元別評価問題を活用する。
・ 平成２５年５月３０日付け事務連絡を参照

５ その他の取組
・ 授業アイディア集をクリアファイルに保管
・ 課題のある内容に焦点を当てた授業研究会
・ 効果的な宿題について検討

１ 言語活動が目的化することのないように
・ これまで行われていた言語活動にペア学習や
班別学習が追加されただけの授業にならないよ
うに留意すること。
・ 数学科における言語である，数，式，図，表，グ
ラフ等を使って，互いの考えのよさを学び合う学
習を行うこと。
・ 数学科では，国語科の学習を生かしたこと自体
を評価するものではないことに留意すること。

２ 適用問題まで確実に！
そのための授業の焦点化を図ること。

・ 適用問題によって，はじめて分かる生徒も多く
いることに留意し，授業の焦点化を図ること。

３ あらためて学習のねらいを明確にした内容面
の研究の充実を！
・ 小中学校ともに「できる」けれども「分からない」
傾向があること。計算方法の手順は身につけて
いるが，その意味の理解が十分ではない。
・ 意味理解を伴う技能の習得を図ること。

授業では 全国学⼒・学習状況調査結果
から学校にお願いしたいこと

－課題が課題であり続けないために－
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Ⅲ 質問紙調査

１ 児童⽣徒 質問紙調査分析

２ 学校 質問紙調査分析

３ 質問紙調査結果から⾒えること

kumamoto
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１ 児童⽣徒 質問紙調査分析

66.7
57.4

H25

熊本県

全国

76.6
67.3

H25

58.7 51.4

H25

52.3 48.6

H25

⼩学⽣ 中学⽣ ⼩学⽣ 中学⽣

土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たり
どのくらいの時間，勉強しますか（「１時間以上」）

家で，学校の授業の復習をしていますか（「している」
＋「どちらかといえば，している」）

全国に比べて，特に課題がみられた項目

58 58.9

H25

熊本県

全国
41.4 44.5

H25

40.4 41.3

H25

29.3
33.5

H25

⼩学⽣ 中学⽣ ⼩学⽣ 中学⽣

家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか（「し
ている」＋「どちらかといえば，している」

家で，学校の授業の予習をしていますか（「している」
＋「どちらかといえば，している」）

⼩学⽣，中学⽣ともに，全国に比べて特に高い数値を示した項目

２ 学校 質問紙調査分析

93.3 88.7

H25

熊本県

全国

91.4 84.9

H25

88.5 87.1

H25

88.5 82.9

H25

⼩学校 中学校 ⼩学校 中学校

平成２４年度全国学力・学習状況調査や独自の調査
等の結果を，学校全体で教育活動を改善するために
活用しましたか（「よく行った」＋「行った」）

言語活動に重点を置いた指導計画を作成しています
か（「よくしている」＋「どちらかといえば，している」）

83.4 87.7

H25

熊本県

全国

73 78.1

H25

58.6
72

H25

⼩学校 中学校 ⼩学校 中学校

第６学年の児童（第３学年の生徒）に対する国語の
指導として，前年度までに，家庭学習の課題の与え
方について，教職員で共通理解を図りましたか（「当
てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」

第６学年の児童（第３学年の生徒）に対する国語の
指導として，前年度までに，保護者に対して児童生
徒の家庭学習を促すような働きかけを行いましたか
（「よく行った」＋「どちらかといえば，行った」）

⼩学校，中学校ともに，全国に比べて特に高い数値を示した項目

97.1 95.6

H25

特に課題がみられた項目
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３ 質問紙調査結果から⾒えること
学習規律等 全国と⽐べて，授業時の「学習目標の提示」や，「学習の振り返り」について

は着実に取り組まれています。今後も継続した取組をお願いします。

98.4 96.5

H25

熊本県

全国

97.1 92.6

H25

87.7 82.5

H25

79.3
68.1

H25

⼩学校 中学校 ⼩学⽣ 中学⽣

授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）を児童生徒に示
す活動を計画的に取り入れましたか。（学校）

普段の授業では，はじめに授業の目標（めあて・ねら
い）が示されていると思いますか（児童・生徒）

読書活動
等の取組

全国と⽐べて，学校全体で取り組む読書活動の状況に課題があります。
朝の一⻫読書などを通して，児童生徒が主体的に読書に取り組む態度を育成する

必要があります。

54.8 48.7
61.8 61.9

H24 H25

熊本県

全国

67.5 63.2
79.8 79.4

H24 H25

32 36.434.8 36.6

H24 H25

25.8 27.928.1 29.5

H24 H25

⼩学校 中学校 ⼩学⽣ 中学⽣

前年度に，「朝の読書」などの一斉読書の時間を設
けましたか。「毎日」＋「週に複数回」（学校）

家や図書館で，普段（月～金），１日当たりどれくらい
の時間，読書をしますか。「３０分以上」（児童・生徒）

地域との
つながり

全国に⽐べて，地域の人材や施設を活用した授業はやや低い状況にあります。

65.3
79.3

H25

熊本県

全国
55.2 57.6 

H25

21.6
37.5

H25

13.2 14.6

H25

⼩学校 中学校
⼩学校 中学校

地域の人材を外部講師として招聘した授業を行いま
したか（学校）

博物館や科学館，図書館を利用した授業を行いまし
たか（学校）

自尊感情 全国と⽐べて，熊本県の児童生徒は⾃尊感情がやや低い状況にあります。

96.697.3

H25

熊本県

全国

95.4 93.3

H25

55.8 56.2

H25

43.8
49.8

H25

⼩学校 中学校 ⼩学⽣ 中学⽣

児童生徒（小６，中３）に対して，
前年度までに，児童生徒の発言
や時間を確保して授業を進めま
したか（学校）

自分の行動や発言に自信を
持っていますか（児童・生徒）

83.8 81.5

H25

78.2

H25

⼩学⽣ 中学⽣

普段の授業では，自分の考えを
発表する機会が与えられている
と思いますか。（児童・生徒）

81.8
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Ⅳ 学校総体としての指導改善を⾏うために

〜市町村教育委員会及び学校への指導事項等〜
１ 調査結果の活用の基本的な考え方
２ 調査結果の多面的な分析と効果的な活用
３ 調査結果を授業改善につなげるポイント
（１） 解答類型からの分析
（２） 課題の明確化
（３） 課題の意識化
（４） 資料の活用
（５） 授業研究の焦点化
（６） 家庭学習の改善・充実
（７） 単元別評価問題・ゆうチャレンジの活用

○ 調査結果を十分に活用して，児童生徒の学力や学習状況を把握･分析し，

教育活動の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，そのような取

組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○ 教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。

１ 調査結果の活用の基本的な考え方

Plan

Ｄｏ

Check

Action

kumamoto
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(1) 教科に関する調査の結果の分析・検証
○ 教科ごとの平均正答数，平均正答率，中央値等の数値データ
○ 児童生徒の正答数の分布の形状から全体的な状況を把握・検証
○ 設問別の結果から学習指導要領の領域や評価の観点，問題形式
ごとの正答数や無解答の状況を分析

○ 解答類型別の結果から個々の設問における誤答や無解答の状況
を分析

○ これまで５回の調査結果の状況や県学力調査の結果との比較分
析等による多面的な分析

(2) 質問紙調査の結果の分析・検証
○ 学習意欲・学習環境・生活習慣等，学校の指導方法に関する取
組や教育条件の整備の状況の把握・検証

○ これらの状況と学力との相関関係についての分析
○ 学力や学習状況等の調査の結果を組み合わせて，各教育委員
会，学校等における全体的な特徴の把握・分析

２ 調査結果の多面的な分析と効果的な活用

正答数分布グラフ

評価の観点別・領域別レーダーチャート

設問ごとの解答状況

正答率・解答類型⼀覧

全国学力・学習状況調査では多様な資料が提供されています。
これらの資料を有効に活用しましょう。
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複数の資料を組み合わせて分析することによって様々
な情報を得ることができます。

■「学校質問紙」＋「児童生徒質問紙」
・教師のとらえ方と，児童生徒の感じ方に差が無いか
〈例〉

学 校 質 問 紙 ：授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）を児童生徒に示す
活動を計画的に取り入れましたか。

児童生徒質問紙：普段の授業では，はじめに授業の目標（めあて・ねら
い）が示されていると思いますか。

■「教科に関する調査」「児童生徒質問紙」のクロス集計
・教育活動の改善・充実の方策を⾒出す
〈例〉「理科の授業で⾃分の予想のもとに観察や実験の計画を⽴てている」

と回答した児童が，理科の正答率が高い傾向にある。(H24文科省報告書より)

先生方の学校では，ポイント③まで取組がなされてい
るでしょうか?
ポイント①で終わってしまうと，授業改善にはつなが

りません。

ポイント③：課題解決に向け，学習指導の改善を図る。

ポイント②：課題がある問題の特徴を分析する。

ポイント①：正答率から課題がある問題を洗い出す。

３ 調査結果を授業改善につなげるポイント

国⽴教育政策研究所
「解説資料」参照
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（１） 解答類型からの分析

解答類型 反応率 正答

１ 1m2あたりの人数は2人と1.6人な
ので，Ａのほうがこんでいる。 49.2 ◎

２ 1m2あたりの人数は2人と1.6人な
ので，Ｂのほうがこんでいる。 12.0

３ 1人あたりの⾯積は2m2と1.6m2な
ので，Ａのほうがこんでいる。 17.5

４ 1人あたりの⾯積は2m2と1.6m2な
ので，Ｂのほうがこんでいる。 18.6

５ 上記以外の解答 1.8

小学校算数Ａ４

・解答類型３と４を合わせると反応率は36.1％
・与えられた式ＡＢが１ｍ２当たり人数で⽐べている式であるに

も関わらず，一人当たりの⾯積であると捉えている。

単位当たりの⼤きさを求める除法の式の意味を理解できて
いない。

・１ｍ２当たりの人数が少ない方が混んでいると判断している。

求めた商の意味を理解できていない。

解答類型を分析することによっ
て，児童生徒のつまずきの状況が
分かります。

⾃らの指導方法について振り返
ることができます。

児童生徒はなぜこのよう
な解答をしたんだろう？

どんなつまずきがあるの
だろう？

自分の指導のどこがい
けなかったんだろう？

どの学年でつまずいた
のだろう？

課題となる問題例

４．６－０．２１

100分の１の位を基にするといくつ分と
いう考え方ができていなかった！

ここは学校の分析力！

数の相対的な見方

1つの問題でもどの学年のどこでつまずいたのか，児童生徒によって違います！

2年生では ３年生では ４年生では ５年生では ６年生では

６０００は１０を６
００個集めた数と
いう見方はできて
いたかな？

５－２．３のとき

０．１をもとにする
と５０－２３という
見方はできてい
たかな？

４．６－０．２１のと
き０．０１をもとに
すると４６０－２１
という見方はでき
ていたかな？

７．２÷２．４のと
き０．１をもとにす
ると７２÷２４とい
う見方はできてい
たかな？

小数や分数の乗
除の意味の理解
は理解できてい
るかな？

学校全体でつまずきやすい部分を共有する！（学力調査問題は5年生までの内容からの出題です）

（２） 課題の明確化
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課題が共有できたら？
★ 各学年の指導計画にマーカーを入れ，課題を意識
して，より丁寧な指導をするよう心がけましょう！

★ 自分の教科書に付箋紙をはって
注意を喚起するなどの工夫もありま
す！

付箋

付箋紙にはどんなコメントを入れる？

○Ｈ２５全国学力・学習状況調査
大問□（△）

○授業アイディア集Ｈ□年度
○ゆうチャレンジ単元別問題

※ 付箋のコメントは，自らの授業を改
善するための情報源です。
使いやすいものにしましょう！

（３） 課題の意識化

毎年，授業のアイディア例が出されています！

◆国立教育政策研究所のホームページからダウンロー
ド可能

◆授業の改善・充実を図る際の参考となる事例を掲載
◆今後，９月までに作成予定

少なくとも担当学年に関する箇所は，ダウ
ンロードしてクリアファイルに入れておきま
しょう！

すばらしい参考書になるはずです！

（４） 資料の活用
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内容面のつまずきの改善のための授業研究にチャレンジする！

課題解決のためには，どんな手立てや授業の改善が必要でしょうか。全職員
で課題を共有し，改善に取り組みましょう。

私は全国学力・学習状況調査で，本校の課題である

「･･･・・・・・・」について，児童生徒が本当に理解できるための
指導法について，研究授業します。

検証として，全国学力・学習状況調査問題（過去問題も含む）
や県学力調査問題で行います。

（５） 授業研究の焦点化

家庭学習のねらいを明確にして，組織的，計画的に取り組みましょう。

家庭学習のねらい例

○ 主体的な学習習慣の形成

○ 授業の予習（学習意欲の喚起）

○ 授業の復習（学習内容の定着・発展）

○家庭学習の方法や内容等について，学校
全体での共通理解

○児童生徒への個に応じた指導や支援
○家庭への周知・啓発及び連携・協力

例えば

① 学習の類題としてポイントとなる３問を必
ず出題する。

② ポイント３問は，必ず次の授業で検証し，
つまずきを指導する。

など

（６） 家庭学習の改善・充実
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写

（７） 単元別評価問題・ゆうチャレンジの活用

こんな活用が考えられます！！

○ 単元の学習後の評価問題として
○ 補充指導，繰り返し指導等の問題として
○ 家庭学習の課題として
○ その他，⻑期休業等の課題として

Ⅴ 県教育委員会としての取組

① 学⼒向上対策委員会の開催及び提⾔のまとめ
② ゆうチャレンジ（県学⼒調査）の実施
③ ゆうチャレンジ及び単元別評価問題の活用推進
④ 学⼒向上リーダー研修の開催
⑤ 研究指定校の成果の普及
⑥ 創造「⽣きる⼒」実践発表会での講演・発表による啓発
⑦ 授業改善のための支援
○ 要請訪問への指導主事派遣
○ 県教委作成資料の活用 等
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